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第３章 オープンデータの導入を企画する 

第１節 オープンデータの導入を企画する 

１ 取組の趣旨 

オープンデータを導入するに当たり、特定のテーマに対する企画（以下「コンセプト」

という。）を首長や幹部に説明し、理解を得ることやオープンデータの意義や目的を示した

取り組む際の大まかな方針（以下「取組方針」という。）等を定めると円滑に取組を進めら

れる。 
 
２ 主な取組内容 

オープンデータ取組の企画段階では、主に次の取組を行うことが考えられる。 

 
 
 オープンデータの導入に当たり、首長や幹部へ説明する際、コンセプトを提示すると、

理解を得やすい。 
 コンセプトは、全業務を対象にした全体像を大まかに示すことも考えられるが、テーマ

を絞って作成すると、職員の事務負荷を軽減でき、オープンデータの取組も円滑に進みや

すいと考えられる。テーマの絞り方は、総合計画等の上位計画の重点施策に取り上げられ

ている分野、多くの住民の方々が関わりやすいテーマ等を取り上げると、理解を得やすく

なると考えられる。 
また、特定のテーマを決めるのではなく、既にホームページに公開されているデータ等、

公開することに対する抵抗感が少ないデータで取り組み、公開データ所管課が確認し、オ

ープンデータとして扱う事例も見られる。このような場合は、事業のコンセプトを作成す

る必要は無いが、意義や目的等を示した取組方針を考えておくとよい。取組方針は、正式

な内部規約のような文書として作成するケースや、ホームページ上でオープンデータに取

り組むことを広く公開するために作成するケースがある。 
まずは取り組みやすいデータから導入するというスモールスタートの考え方も、オープ

ンデータの取組に着手するに当たっては有効な考え方である。 
 
 
 
 

●オープンデータの導入を考える 

  ・オープンデータに取り組むための全体のコンセプトを作成する 

  ・首長や幹部にオープンデータの取組について説明する 

●オープンデータの取組方針を考える 

  ・オープンデータの意義や目的などを自団体の状況を踏まえて検討し定める 
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３ 課題と対応例 

オープンデータ取組の企画を行うに当たり、次の課題が想定される。 

 
 
 上記の課題への対応例として、弘前市では住民の方々が関わりやすいテーマを対象とし

て、オープンデータの取組を企画している。水戸市では、「水戸市第６次総合計画」の重点

プロジェクトとなっている分野を対象に、オープンデータの取組を企画している。掛川市

では、イベントから出されたアイデアから事業の検討を進めている。流山市では、特に取

組方針等を策定せず、市長からの指示のもと、まずはデータを出すということをトライア

ル的に取り組んでいる。 
 取組方針の策定の例として、横浜市の取組方針と取りまとめている例、水戸市でホーム

ページ上に取組の方向性等を掲載している例を紹介する。 
 
  

●オープンデータに取り組むため、何をどのように検討し企画すればよいか 

●理解を得るためオープンデータの効果やメリットは、どのように説明すればよいか

●オープンデータの取組方針・指針に地方公共団体が取り組む意義や目的などをどの

ように考えればよいか 
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事例）市民に分かりやすいテーマを設定した企画の作成 

対象となる 
課題 

●オープンデータに取り組むため、何をどのように検討し企画すればよいか
●理解を得るためオープンデータの効果やメリットは、どのように説明すれ

ばよいか 

地方公共団体等 弘前市 人口 180,370 人 

【オープンデータに取り組む目的】 

弘前市では、データに基づく戦略的な地域経営を推進していくに当たり、地域課題など

へ効果的・効率的に施策等に反映させる方法の一つとして、ビッグデータ・オープンデー

タの活用・推進を検討し、取組を開始した。 
 
【取組の概要】 

市民の方々が関わりやすいテーマである「防災（雪）」「観光」を対象として、オープン

データ化推進を検討している。下記のとおり全体の概要の資料を作成し、オープンデータ

の研究成果が新サービスの創出につながるといったオープンデータに取り組むメリット等

を関係者へ説明を行い、理解を得た。 
 

 
 

 

 

出所：助成団体資料を基に作成 

  

ＡＥＤ設置場所

公衆トイレ

公園施設

研究成果を活⽤した新サービス創出をアプリコンテストやアイデアソン・ハッカソンといったイベント開催で創出
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桜カレンダー

オープンデータ基盤の整備（データカタログ）

その他 優先順位の⾼いデータ
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事例）総合計画の重点プロジェクトと紐づけた企画の作成 

対象となる 
課題 

●オープンデータに取り組むため、何をどのように検討し企画すればよいか
●理解を得るためオープンデータの効果やメリットは、どのように説明すれ

ばよいか 

地方公共団体等 水戸市 人口 273,053 人 

【オープンデータに取り組む目的】 

これまでの情報政策が、基幹システムのオープン化や防災対応といった、内向きの施策

が多かったが、今後は市民に直結するような外向きの施策を展開する必要があるという市

長の意向により、市民に直結する施策の一つとしてオープンデータの取組を開始した。 
 

【取組の概要】 

「水戸市第６次総合計画」の重点プロジェクトとして、「まちなかにぎわい・活力創造プ

ロジェクト」「観光集客力アッププロジェクト」が謳われており、これと関連する分野をオ

ープンデータ取組分野として取組を進めている。 
対象プロジェクト 対象のデータ ねらい 

まちなかにぎわい・活

力創造プロジェクト 
バス停留所、駐車場、駐輪場、Ｗ

ｉ－Ｆｉフリースポット等の位

置情報やイベント情報、また水戸

市の統計情報や中心市街地の店

舗情報等 

人がまちに出ることをサ

ポート 

観光集客力アッププ

ロジェクト 
四季折々の花の開花時期と位置

情報，史跡や文化財の情報や位置

情報等 

四季を通じて水戸を楽し

むことをサポート 

 
【苦労した点と対策】 

総合計画の重点プロジェクトに係る施策は、オープンデータ以外にも様々な場面におい

て特命的な業務を行っており、公開データ所管課からすると負荷が大きくなるという懸念

がある。通常業務もある中で、更に増加するオープンデータに係る対応への抵抗感が大き

くなることは十分に予想される。そのため、オープンデータ推進所管課がオープンデータ

関連業務の中心となることとし、公開データ所管課の協力を得た。 
 
 
 

出所：助成団体資料を基に作成 
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事例）データ公開のスモールスタート 
対象となる 
課題 

●オープンデータに取り組むため、何をどのように検討し企画すればよいか

地方公共団体等 流山市 人口 169,786 人 

【オープンデータ取組の契機】 

流山市では、流山市議会と共にオープンデータを推進している。 

市長がオープンデータのアプリコンテストの審査員となっていることもあり、オープン

データから実現したアプリを大切にし、市民に活用してもらえるようにＰＲ活動を進める

ことを指示している。このような市長からの指示をきっかけに、オープンデータの取組の

トライアル（施行）を開始した。 
 

【取組の概要】 

 オープンデータ推進所管課が市のホームページ等に既に掲載されているデータを対象

に、Ｅｘｃｅｌ形式からＣＳＶ形式に変換するといった、パソコン等での加工・操作が円

滑に行える形式に変換して公開している。

 

【特徴】 

 オープンデータに取り組む特定のテーマ・企画や全庁的な体制や取組方針があるわけで

はなく、オープンデータ推進所管課の担当者が地道にオープンデータの取組を進めている。

 

【工夫している点】 

 公開データ所管課の協力を得るためには、データが何に使われるかが明確になっている

ことが重要である。そのため、データの具体的な活用方法について説明し、データ提供を

受けている。 
 
出所：(株)ＪＭＡホールディングス｢自治体オープンデータ勉強会｣資料を基に作成 
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事例）「オープンデータ取組方針」の策定 
対象となる 
課題 

●オープンデータの取組方針・指針に地方公共団体が取り組む意義や目的な
どをどのように考えればよいか 

地方公共団体等 横浜市 人口 3,714,200 人 

【取組方針の策定】 

横浜市では、取組方針を「オープンデータを進める基盤づくり」「オープンデータを活用

した地域課題解決の仕組みづくり」「オープンデータによる地域経済の活性化」の３つの柱

で取りまとめ、ホームページにより広く公表している。 

 

 

出所：横浜市ホームページ 

(http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/seisaku/opendata/20140624.pdf) 
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事例）ホームページを活用したオープンデータの取組方針の公開 
対象となる 
課題 

●オープンデータの取組方針・指針に地方公共団体が取り組む意義や目的な
どをどのように考えればよいか 

地方公共団体等 水戸市 人口 273,053 人 

【ホームページで市の取組の方向性を掲載】 

水戸市では、市のホームページ上でオープンデータの取組の推進を宣言しており、その中

で、産学官連携、イベント開催等の市の取組の方向性を示している。 
 

 
 
 
 

 
出所：水戸市ホームページ 

(http://www.city.mito.lg.jp/000271/000273/000280/000321/p014148.html) 

 
  


